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（2）期間   
平成27年1月から3月。  
（3）方法   
留置法による無記名自己記入式質問紙調査を実施した。質問紙は先行研究7－を参考に独自に作  
成した。  
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文書と口頭で調査の趣旨を説明した後、質問紙と回答用紙を配布し、各自で看護学部事務室に  
設置したボックスに投函してもらい回収した。   
分析は、各回答の度数を求めた上で、クリッカー使用後の感想の各項目間でスピアマンの順位  
相関係数pを算出した。集計と統計分析にはSPSSVer20．0を使用した。  






（1）対象   
最も多くクリッカーを使用していた看護学部2年生全員を対象に協力を依頼し、協力の意思を  
示した4名。  
（2）期間   
平成27年1月  
（3）方法  












Ⅳ．結果   






















団とてもそう思う   
臼そう思う   
悶あまり思わない   
召全く思わない   
ロ無回答  
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自ら参加している楽しさ   
関心の誘発   
リアルタイムな感覚  
主体的に活動することでの印象づけ   
他者の考えを知る機会   
他者の中での自分の位置の理解   
他者の理解度の確認   
少数派に属する乙とでの内省の機会   
匿名性への安心感   
少数派になりたくない同調欲求  
回数を重ねることでの同調圧力の軽減   



































































重要となると考えられた。   
さらに、「（クリッカーを）使った後は集中できた」はとてもそう思う、そう思うと回答した学  













1．77．1％の学生がクリッカーをできるだけ使って欲しいと考えており、学生はクリッカーを好意   
的に捉えている。  
2．クリッカーを使用することによってもたらされる“ライブ感”が、学生自身が楽しく積極的に   
授業に参加できるようになるという効果をもたらしている。  
3．学生は自分の理解度を確認したり考えを明確にすると共に、他者との比較から自分の位置を確   
認したり、他の学生との相違点や類似点を見出し、そのことからの気づきや学習への動機づけ   
となっている。  
4．他の学生の理解度や考えを知ったことで、自分が少数派に属した場合にネガティブな反応が引   
き出される危険性もあり、結果に対する教員のコメントなどの関わりが重要である。  
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5．クリッカーで投票した結果の表示に時間がかかった場合、学生はそれをストレスと感じたり、   
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